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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。
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第

7 0代 山 口 Ｊ Ｃ 理 事 長真
ま

庭 にわ

　
孝 たか

雄
お

さ ん

1 9 8 6 年 ９ 月 、 山 口 市 古 熊 に あ る 古 熊 神 社
の 長 男 と し て 生 ま れ る 。 大 殿 小 ・ 中 、 山
口 高 か ら 皇 學 館 大 （ 三 重 県 ） へ 進 学 し 、
神 道 学 科 を 卒 業 。 そ の 後 、 京 都 の 松 尾 大
社 で ６ 年 間 神 職 に つ い て 学 び 、 2 0 1 4 年 に
帰 山 。 現 在 、 古 熊 神 社 の 禰 宜 を 務 め る 。
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２ ０ ２ ５ 年 の 山 口 青 年

会 議 所 （ Ｊ Ｃ ） 第

7 0代 理

事 長 に 就 任 し た 。 任 期 は１ 月 か ら

1 2月 末 ま で の １

年 。  「 好 き で す 、 や ま ぐち 」 を ス ロ ー ガ ン に 掲げ 、  「

7 0年 の 歴 史 の な か

で 先 人 ら が 築 い て き た 信頼 を 重 く 受 け 止 め 、 魅 力を 備 え た 人 材 育 成 と 、 地域 の 課 題 解 決 に も 取 り 組む 」 と 意 気 込 み を 語 る 。　
入 会 ４ 年 目 の ２ ０ １ ９

年 に 青 少 年 開 発 委 員 長 を務 め 、 日 韓 両 会 員 の 相 互理 解 促 進 に 尽 力 し た こ と

は 今 で も 思 い 出 深 い 。 コ ロナ 禍 な ど で 休 止 し て い た「 山 口 公 州 ジ ュ ニ ア 交 流隊 」 も ６ 年 ぶ り に 復 活 さ せる 予 定 で 、 次 世 代 の 人 材 育成 に も 尽 力 す る 。　 「 入 会 以 来 、 さ ま ざ ま な人 と の 出 会 い や 事 業 を 経 験す る な か で 、 困 っ た 時 に 助け 、 助 け ら れ る 『 無 償 の愛 』 を 学 ん だ 。 こ れ ま で 以上 に 人 の た め 地 域 の た め に貢 献 で き れ ば 」 と 話 す 。　
４ 月 に は 、

7 0周 年 を 記 念

し た 市 民 向 け 例 会 （ 講 演会 ） も 予 定 し て い る 。

新 年

た こ と と お 慶 び 申 し 上 げ ま す 。　
い や 、 少 し お 健 や か で な く 、 大 い に

お 健 や か で な く 新 年 を お 迎 え に な ら れた 方 も い ら っ し ゃ い ま す で し ょ う 。 私の 周 囲 の 友 人 達 も 様 々 の 形 で 、 場 所で 、 初 日 を 見 つ め て お り ま す 。　
二 〇 二 五 年 、 新 し い 年 が や っ て き

た 、 と 思 う と 馴 染 み の 空 気 の 味 も 違い 、 深 く 吸 い 込 む と 胸 の 奥 ま で ま っ さら に な り ま す 。 今 年 こ そ 、 と い う 思 いも 湧 き 、 な ん で も で き そ う な 気 が し ます 。 新 年 の 持 つ 力 で す 。 巳 年 が 平 穏 であ り ま す こ と を 願 い 、 祈 り ま す 。

　
皆 様 、 明 け ま し て お め で

と う ご ざ い ま す 。 お 健 や かに 、 新 年 を お 迎 え に な ら れ

　 　

あ り が と う

　 　 　 　 　 　 　 　 　

谷 川 俊 太 郎

空
　
あ り が と う ／ 今 日 も 私 の 上 に い

て く れ て ／ 曇 っ て い て も 分 か る よ ／宇 宙 へ と 青 く ひ ろ が っ て い る の が ／／ 花

　
あ り が と う ／ 今 日 も 咲 い て い

て く れ て ／ 明 日 は 散 っ て し ま う か もし れ な い ／ で も 匂 い も 色 も も う 私 の一 部 ／ ／ お 母 さ ん

　
あ り が と う ／ 私

を 生 ん で く れ て ／ 口 に 出 す の は 照 れく さ い か ら ／ 一 度 っ き り し か 言 わ ない け れ ど ／ ／ で も 誰 だ ろ う

　
何 だ ろ

う ／ 私 に 私 を く れ た の は ？ ／ 限 り ない 世 界 に 向 か っ て 私 は 呟 く ／ 私

　
あ

り が と う　
谷 川 さ ん は 昨 年 十 一 月 ご 逝 去 。 沢

山 の 詩 を あ り が と う ご ざ い ま し た 。

あ い さ つ す る 河 野 会 頭

　 「 山 口 で な か な か 上 映さ れ る 機 会 の な い 良 質 な単 館 系 新 作 映 画 を 、 自 分た ち の 手 で 上 映 ・ 観 賞 する 」 こ と を 目 的 に 活 動 して い る 「 西 京 シ ネ ク ラブ 」  （ 大 久 保 雅 子 代 表 ）は 、

1 8日  （ 土 ）  に 「 ク レ オ

の 夏 休 み 」  （ ２ ０ ２ ３年 、 フ ラ ン ス ） を 上 映 する 。 会 場 は 山 口 市 民 会 館小 ホ ー ル （ 山 口 市 中 央２ ） で 、 上 映 時 間 は 午 前
1 0時 半 、 午 後 ２ 時 、 ７ 時

か ら の ３ 回 。　
父 親 と パ リ で 暮 ら す ６

歳 の ク レ オ （ ル イ ー ズ ・モ ー ロ ワ ＝ パ ン ザ ニ ）

は 、 い つ も そ ば にい て く れ る ナ ニ ー
（ 乳 母 ） の グ ロ リ

ア （ イ ル サ ・ モ レノ ・ ゼ ー ゴ ） の こと が 、 世 界 中 の 誰よ り も 大 好 き 。 お互 い に 本 当 の 母 娘の よ う に 想 い あ って い た ２ 人 だ っ たが 、 あ る 日 、 グ ロリ ア は 遠 く 離 れ た

故 郷 へ 帰 る こ と に 。 突 然の 別 れ に 戸 惑 う ク レ オを 、 グ ロ リ ア は 自 身 の 子供 た ち と 住 む ア フ リ カ の家 へ 招 待 す る 。 そ し て 夏休 み 、 ク レ オ は 再 会 で きる 喜 び を 胸 に 、 ひ と り 海を 渡 り 、 彼 女 の も と へ 旅立 つ … 。　
本 作 は 、 第

7 6回 カ ン ヌ

国 際 映 画 祭 （

2 3年 ） で 、

批 評 家 週 間 の オ ー プ ニ ング 作 品 と し て 上 映 さ れ 、大 き な 話 題 を 集 め た 。 ６

歳 児 に と っ て す べ て が 新鮮 な ひ と 夏 の 旅 の 体 験 を通 し て 、 人 生 と 世 界 に ひと り 全 力 で 向 き 合 う 小 さな 成 長 の 一 歩 を 、 ア ニ メー シ ョ ン を 交 え た 映 像 でエ モ ー シ ョ ナ ル に 描 き 出し て い る 。 監 督 は 、 本 作が 単 独 で の 初 長 編 監 督 作と な る マ リ ー ・ ア マ シ ュケ リ だ 。　
チ ケ ッ ト は 、 当 日 会 場

で 販 売 。 料 金 は 、 一 般 １８ ０ ０ 円 、

1 9歳 か ら

2 5歳

ま で １ ０ ０ ０ 円 、

1 8歳 以

下 ８ ０ ０ 円 。 電 話 予 約

（
☎
０ ８ ３

－

９ ２ ８

－

２

６ ８ ８ ） す れ ば 、 一 般 料金 の み １ ５ ０ ０ 円 に 割 り引 き さ れ る 。

　
山 口 商 工 会 議 所 の 新 春

互 礼 会 が 、 ７ 日 午 後 ６ 時か ら 、 山 口 市 湯 田 温 泉 のか め 福 オ ン プ レ イ ス で 開催 。 同 商 議 所 会 員 、 国 会議 員 、 県 議 会 議 員 、 市 議会 議 員 、 市 役 所 役 職 員 ら約 ３ ０ ０ 人 が 参 加 し 、 賀

詞 交 換 を 行 っ た 。　
ま ず 、 河 野 康 志 会 頭

が 、 昨 年 １ 月 の レ ノ フ ァ山 口 Ｆ Ｃ 開 幕 応 援 パ レ ード 、 ８ 月 の 山 口 七 夕 ち ょう ち ん ま つ り 、

1 2月 の

「 ク リ ス マ ス マ ー ケ ッ ト＆ 真 冬 の チ ョ コ ま つ り 」な ど に 多 く の 人 が 集 ま った こ と に よ る 消 費 行 動や 、 事 業 者 に 対 す る 賃金 ・ 雇 用 の 調 査 結 果 等 に触 れ 、  「 経 済 の 正 常 化 に向 け た 飛 躍 の １ 年 に な るこ と を 願 う 」 と あ い さ つし た 。

1 8日

「 ク レ オ の 夏 休 み 」
西 京 シ ネ が フ ラ ン ス 映 画 上 映

７  日 に

3 0 0人 が 賀 詞 交 換

山 口 商 議 所 が 新 春 互 礼 会

　
続 い て 、 伊 藤 和 貴 山 口

市 長 、 平 屋 隆 之 県 副 知事 、 高 村 正 大 衆 議 院 議員 、 平 林 晃 衆 議 院 議 員 、江 島 潔 参 議 院 議 員 、 北 村経 夫 参 議 院 議 員 が 来 賓 あい さ つ 。 谷 澤 幸 生 山 口 大学 長 の 音 頭 に よ る 乾 杯 で賀 詞 交 換 が ス タ ー ト 。 田中 マ キ 子 県 立 大 学 長 に よる 「 中 締 め 」 で 、 ７ 時 半過 ぎ に 閉 会 し た 。
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ぶ ど う の 木 代 表　 　 　 　 　 　 　

中 村

　
佳 恵

　 「 長 く つ し た の ピ ッ ピ 」の 作 者 と し て 知 ら れ る リ ンド グ レ ー ン は 、 一 九 〇 七年 、 ス ウ ェ ー デ ン の 古 い 町ヴ ィ ン メ ル ビ ー に あ る 農 場で 生 ま れ ま し た 。 彼 女 は 子ど も の 頃 を ふ り 返 り 、  「 わた し た ち が 遊 び 死 に し な かっ た の は 、 不 思 議 な く ら いで す 」 と 言 っ て い ま す 。　
こ の 作 品 は 、 そ ん な リ ン

ド グ レ ー ン の 生 涯 を 、 子 ども 時 代 を 中 心 に つ づ っ た 伝記 絵 本 で す 。　
木 登 り の で き る 木 、 お い

し い 実 の な る ブ ル ー ベ リ ーの 茂 み 、 水 浴 び に ち ょ う どよ い 川 や 湖 ― 豊 か に 広 が る自 然 の 中 で 、 リ ン ド グ レ ーン は 兄 弟 や 友 人 た ち と 、 遊

う の も 大 好 き で 、 四 才 の 頃聞 い た 「 巨 人 バ ム

－ バ ム の

話 」 に は 度 肝 を ぬ か れ 、 その と き の 興 奮 は 生 涯 忘 れ られ な い も の と な り ま し た 。　
美 し い 自 然 と お お ら か な

お と な た ち に 見 守 ら れ な がら の び の び と 過 ご し た 日 々の 思 い 出 は 、 彼 女 の 作 品 に登 場 す る 子 ど も た ち の 姿 とな っ て 生 き 続 け て い ま す 。　
子 ど も 時 代 の 幸 せ な 体 験

こ そ が 、 た く さ ん の 名 作 を生 み 出 し た 原 動 力 と な っ てい る と い え る で し ょ う 。 ん で 遊 ん で 遊 び な が ら 毎 日を 送 り ま し た 。　
お は な し を 聞 か せ て も ら

岩 波 書 店
文 ： ク リ ス テ ィ ー ナ ・ ビ ヨ ル ク
絵 ： エ ヴ ァ ・ エ リ ク ソ ン
訳 ： 石 井 　 登 志 子

遊 ん で 遊 ん で 　
リ ン ド グ レ ー ン
の 子 ど も 時 代

2 6 1

2 0 6 8

　
カ レ ー と い え ば 大 人 も 子 ど も も 大 好 き な メ ニ ュ ー の ひ と つ で

す が 、 こ の カ レ ー に よ る 食 中 毒 が と き ど き 話 題 と な る こ と が あり ま す 。

　
煮 込 ま れ た カ レ ー は 、 火 を 止 め た

後 、 鍋 の 外 側 か ら 徐 々 に 温 度 が 下 が って い き ま す 。 鍋 の 中 心 部 の 温 度 が 下 がり き る ま で は か な り の 時 間 を 必 要 とし 、 冷 蔵 庫 に 入 れ て い た と し て も 中 心部 は 温 か い 状 態 が 長 時 間 続 い て い る こと に な り ま す 。　
細 菌 の 増 殖 に は 「 水 分 」  「 栄 養 」  「 適

切 な 温 度 」 の 三 つ が 必 要 で す が 、 カ レー の 中 心 部 は こ の 条 件 が 最 適 な 状 態 で整 っ て い る こ と に な り ま す 。 ◆ ど う し て カ レ ー で 食 中 毒 ？

（  一  社 ）  や ま ぐ ち 食 の 安 心  ・  安 全 研 究 セ ン タ ー だ よ り２ 日 目 の カ レ ー に ご 用 心

◆ 主 な 原 因 の ウ エ  ル シ  ュ  菌 と は ？◆ カ レ ー を 保 存 す る 時 は 　
カ レ ー の 食 中 毒 の 主 な 原 因 は 「 ウ エ ル シ ュ 菌 」 と よ ば れ る 細 菌 で

す 。 人 や 動 物 の お 腹 の 中 、 土 壌 、 水 中 な ど あ ら ゆ る と こ ろ に 生 息 し てい ま す 。 こ の 菌 に は 大 き な 特 徴 が 二 つ あ り ま す 。　
一 つ 目 は 酸 素 が な い と こ ろ を 好 む と い う 特 徴 で す 。 ウ エ ル シ ュ 菌 は

酸 素 を 苦 手 と す る た め 、 酸 素 が な い 状 態 で 増 殖 し や す く な り ま す 。　
二 つ 目 の 特 徴 は 熱 に 非 常 に 強 い と い う こ と で す 。 ウ エ ル シ ュ 菌 は １

０ ０ ℃ で 加 熱 し て も 「 芽

が

胞 ほ う

」 と い う 殻 の よ う な も の の 中 に 閉 じ こ も っ

て 、 完 全 に 死 滅 す る こ と は あ り ま せ ん 。 加 熱 後 に 温 度 が 下 が っ て く ると 再 び 増 殖 を は じ め て し ま い ま す 。　
カ レ ー は 粘 度 が 高 く 、 煮 込 む こ と に よ っ て 酸 素 （ 空 気 ） が 逃 げ て し

ま っ て い ま す 。 そ の 上 加 熱 で も 完 全 に や っ つ け る こ と が で き な い ウ エル シ ュ 菌 に と っ て 、 カ レ ー は 絶 好 の 住 み か と な っ て し ま い ま す 。　
ウ エ ル シ ュ 菌 に 感 染 す る と 概 ね 半 日 後 に 腹 痛 や 下 痢 の 症 状 が 出 ま

す 。 嘔 吐 や 発 熱 の 症 状 は ほ と ん ど 見 ら れ ず 、 食 中 毒 の 症 状 と し て は 比較 的 軽 い ほ う で す 。 ほ と ん ど の 場 合 １ 〜 ２ 日 で 回 復 し ま す 。　
で き れ ば カ レ ー は 食 べ き れ る 量 を 作 っ て す ぐ に 食 べ る よ う に し ま し

ょ う 。 余 っ た カ レ ー を 鍋 の ま ま 室 温 に 放 置 し て お く こ と は 厳 禁 で す 。冷 蔵 庫 に 入 れ る 場 合 も 鍋 の ま ま 入 れ る と 中 心 部 の 温 度 が 下 が り き る のに 時 間 が か か り ま す 。 そ の た め 、 ま ず 、 鍋 の ま ま 粗 熱 を 取 り 、 底 の 浅い 平 ら な 容 器 や 保 存 用 袋 な ど に 小 分 け に し て か ら 冷 蔵 す る よ う に し まし ょ う 。 翌 日 に 食 べ な い 場 合 は 冷 凍 保 存 し 、 な る べ く １ 週 間 以 内 に 食べ き る と 安 心 で す 。 温 め る 時 は 鍋 を 良 く か き 回 し な が ら 十 分 に 加 熱 しま し ょ う 。

 １ 行 記 事　 Ｌ Ｐ ガ ス と 増 改 築 の 「 え び す や 」 （ ☎ ０ ８ ３ － ９ ２ ２ － ０ ８ ０ ４ ） は 、 １ 月 末 ま で 水 廻 り リ フ ォ ー ム キ ャ ン ペ ー ン を 実 施 中 。 「 サ ン デ ー 山 口 を 見 た 」 で 特 典 も 。



サ ン デ ー 山 口３ 　 2 0 2 5 年 （ 令 和 ７ 年 ） １ 月 １ ５ 日 ㈬

辛 坊 正 記 さ ん山 本 崇 さ ん  中 村 賢 司 さ ん

お 知 ら せ

Ｑ . 発 熱 時 に ロ キ ソ プ ロフ ェ ン じ ゃ な く て カ ロ ナー ル な の は ？Ａ .

イ ン フ ル エ ン ザ 罹 患

中 の

1 5歳 未 満 に 対 し て 一

部 の 解 熱 鎮 痛 薬 を 使 用 した と き に 、 イ ン フ ル エ ンザ 脳 症 の 予 後 悪 化 や 急 性脳 症 、 肝 障 害 （ ラ イ 症 候群 ） 発 生 の 報 告 が あ り 、サ リ チ ル 酸 系 ・ ジ ク ロ フェ ナ ク ナ ト リ ウ ム ・ メ フェ ナ ム 酸 の 使 用 は 禁 忌 にな っ て い ま す 。　
し か し 、 成 人 で は 解 熱

鎮 痛 薬 と イ ン フ ル エ ン ザ脳 症 ・ ラ イ 症 候 群 と の 間に 関 連 性 が 認 め ら れ て おら ず 、 実 臨 床 で は ロ キ ソプ ロ フ ェ ン の 処 方 も 特 に問 題 に は な ら な い 様 です 。 そ れ で も 、 大 概 の 場合 ア セ ト ア ミ ノ フ ェ ン が選 ば れ る の は 、 解 熱 鎮 痛薬 に は 腎 臓 や 胃 粘 膜 へ の悪 影 響 が あ る 事 だ け で なく 、 感 染 症 の 発 熱 時 に 解熱 薬 を 服 用 す る の は 「 治す た め 」 で は な く 、 高 熱に よ る 脱 水 や 衰 弱 を 防 ぐた め な の で 、 必 要 以 上 に体 温 を 下 げ 過 ぎ な い か らで す 。　
発 熱 は 生 体 防 御 の 一 環

で 、 体 温 を 上 昇 さ せ る 事で 免 疫 系 が 賦 活 さ れ 病 原微 生 物 へ の 抵 抗 力 が 上 がる た め 、 微 熱 で は 解 熱 薬を 服 用 す る べ き で は あ りま せ ん 。

清 水

 秀 樹

 院 長

清 水 内 科 医 院Ｔ Ｅ Ｌ ０ ８ ３

－

９ ２ ５

－

２ ２ ８ ８

 １ 行 記 事　 山 口 総 合 健 診 セ ン タ ー が 、 無 料 で 人 間 ド ッ ク を 体 験 で き る 機 会 を １ ０ 人 に 提 供 。 応 募 方 法 等 詳 細 は 、 １ １ 日 （ 土 ） 付 本 紙 を 参 照 の こ と 。 ２ ０ 日 （ 月 ） 締 め 切 り 。

　
県 相 続 セ ン タ ー 山 口 店

と 司 法 書 士 事 務 所 さ く らば た け 事 務 所 に よ る 無 料相 談 会 が 、

2 5日  （ 土 ）  に 小

郡 ふ れ あ い セ ン タ ー （ 山

口 市 小 郡 下 郷 ） で 、 同

2 6

日  （ 日 ）  に サ ン フ レ ッ シ ュ山 口 （ 山 口 市 湯 田 温 泉５ ） で 開 か れ る 。 各 日 とも ５ 組 限 定 で 、 完 全 予 約制 。　
合 同 相 談 会 は 、 今 回 で

５ 回 目 と な る 。 相 談 対 応す る の は 中 村 賢 司 さ ん（ 相 続 診 断 士 ） と 山 本 崇さ ん （ 司 法 書 士 ） の ２人 。 相 続 診 断 士 と 司 法 書士 が 揃 っ て 話 を 聞 く ため 、 土 地 、 不 動 産 登 記 に関 す る こ と や 遺 言 書 作 で 、 米 国 Ｍ Ｂ Ａ ホ ル ダ ーと し て 理 論 的 知 見 も 持つ 。 組 織 人 事 や Ｉ Ｔ 部 門運 営 経 験 も あ り 、 実 務 を通 じ て 時 代 の 経 済 ・ 金 融を 見 続 け て き た 。 元 読 売テ レ ビ 解 説 委 員 長 で ニ ュー ス キ ャ ス タ ー の 辛 坊 治郎 さ ん は 実 弟 で あ り 、 共著 の ﹃ 日 本 経 済 の 真 実 ﹄﹃ 日 本 経 済 の 不 都 合 な 真実 ﹄ は 、 合 計 発 行 部 数
3 8・ ５ 万 部 を 突 破 し て い

る 。　
「

2 5年 の 日 本 経 済 の 現

状 や 課 題 に つ い て 、 企 業や 社 会 の 向 か う べ き 方 向性 に つ い て 、 経 営 の 視 点か ら 解 説 し て も ら う 」 と同 商 議 所 （

☎
０ ８ ３

－

９

２ ５

－

２ ３ ０ ０ ）  。 会 場

は 同 所 （ 山 口 市 中 市 町１ ） で 、 聴 講 は 無 料 。 定員 は 先 着

8 0人 だ 。 希 望 者

は 、 フ ォ ー ム （ 二 次 元 コ

成 、 生 前 対 策 で で き る こと な ど 、 幅 広 い 内 容 に つい て 相 談 が 可 能 だ 。　
両 日 と も 午 前

1 0時 か ら

午 後 ４ 時 ま で の 開 催 で 、１ 組 当 た り の 相 談 時 間 は
4 0分 程 度 と な る 。 申 し 込

み は 、 予 約 専 用 ダ イ ヤ ル（

０ １ ２ ０

－

７ ８

－

５ ４

０ ０ ） へ 。　 「 年 末 年 始 の 家 族 や 親戚 の 集 ま り に 参 加 し て 、相 続 に つ い て 思 い を 巡 らせ た 人 も 多 い と 思 う 。 不安 や 疑 問 に 感 じ た こ と があ れ ば 、 悩 ん だ り 迷 っ たり す る 前 に 、 と り あ え ず相 談 を 」 と 両 者 は 呼 び 掛け て い る 。

　
山 口 商

工 会 議 所は 、 新 春講 演 会
「 ２ ０ ２

５ 年 日 本経 済 の 現状 と 課 題～ 明 る い未 来 を 拓く に は 」を 、

2 7日

（ 月 ）  午 後
２ 時 か ら３ 時 半 まで 開 催 す

る 。　
講 師 を 務 め る の は 、 経

済 評 論 家 の 辛 坊 正 記 さん 。 経 営 企 画 、 投 資 顧 問会 社 の 設 立 、 信 託 会 社 ・証 券 会 社 社 長 と し て 経 営経 験 等 を も つ 元 銀 行 員

申 し  込  み  フ ォ ー  ム

ー ド から ） で 申し 込 む 。

︻  ﹁ あ な た ﹂ の 情 報 届 け ませ ん か ︼

サ ン デ ー 伝 言 板

は 無 料 も し く は 低 料 金 で気 軽 に 「 あ な た 」 の 情 報を 約 ６ 万 ４ ０ ０ ０ 世 帯 に発 信 す る こ と が で き ます 。 お 申 し 込 み は ウ ェ ブサ イ ト （

https://
w

w
w.

s
u

n
d

a
y-

y
a

m
a

g
u

c
hi.

co.jp/ ） か ら 。

次 回 は 1 月 2 2 日 掲 載

山 口 井 筒 屋
［ ５ 階 ］ 今 週 の 催 し 案 内

︻ 催 場 ︼

1 6日  ︵ 木 ︶  ~

2 0日

︵ 月 ︶  :

巨 匠 作 家 ・ 郷 土 作

家

 

大 掛 軸 展 、 萩 焼 新 庄

貞 嗣 展 、 能 登 ・ 復 興 に 向け て

　
輪 島 塗 作 品 展

︻ 美

術 ギ ャ ラ リ ー ︼ ~

2 0日

︵ 月 ︶  :

祝 百 寿

　
光 と 影 の

フ ァ ン タ ジ ー 藤 城 清 治 版画 展

相 続 診 断 士 と 司 法 書 士 が  ア ド  バ  イ  ス５ 回 目 と な る 合 同 相 続 相 談 会
２ ５ ・ ２ ６ 日 山 口 商 議 所 が 新 春 講 演 会

辛 坊 正 記 さ ん が 日 本 経 済 を 語 る
2 7日



2 0 2 5 年 （ 令 和 ７ 年 ） １ 月 １ ５ 日 ㈬ 　 ４サ ン デ ー 山 口サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


